
沖縄ともろさわようこ
源 啓美・河原千春 編

『信濃のおんな』『おんなの戦後史』の著者もろさわようこが沖縄で見つけた女性解放像。
地域女性史の先駆者と沖縄の50年の歩みを振り返る84編。

　女性史研究家もろさわようこは、1972年、女性史の実践を求めて
訪れた「復帰」直後の沖縄で、女性が主体性を持つ文化・祭祀風
俗に出会った。沖縄の女性たちの姿に求めていた女性解放像を見
出したもろさわは、以来50年以上にわたり沖縄と関わり続けている。
　本書はもろさわようこの沖縄に関する著作や寄稿文、編著からの
再録と、８名の寄稿者による書き下ろし文章など計84編を収録。生
活者としての女性の主体的な生き方を描く「もろさわ女性史」の今
日性を問いかける一冊である。

第一部　沖縄ともろさわようこ――もろさわようこ著作より
　もろさわようこが1972年から2022年までの50年間に執筆した著
作、新聞・雑誌への寄稿文、講演録、新聞社による記事などか
ら沖縄に関する文章50編を収録。「沖縄からみた“新型コロナ”」と
いったごく最近のものも含む。

第二部　沖縄の言葉――『ドキュメント女の百年』より
　もろさわようこが編集・解説した『ドキュメント女の百年』から沖縄
に関する文章12編を再録。生産の基底部、辺境・極限の状況を
生きる女性たちを軸に、近代以降の女性たちの生き様を顧みる。

第三部　『オキナワいくさ世のうないたち』より
　もろさわようこの活動を機に生まれた「歴史を拓く女の会」編集の

『オキナワいくさ世のうないたち』を再録。沖縄戦の体験録・証言
録であり、自身も戦争を経験し反戦平和の志に生きるもろさわは後
世に伝えるべき「精神的遺産」であると語る。

第四部　もろさわようこと沖縄
　「もろさわようこと沖縄」をテーマにした寄稿文、聞き書き、イン
タビュー計10編。８名の寄稿者と２名の語り手が、それぞれの分野
からもろさわようこの論考の解釈に深みと広がりを加える。
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もろさわようこ（本名・両澤葉子）
　1925年長野県生まれ。女性史研究家・思想家。20才のとき郷里で敗戦
を迎える。戦後、市川房枝のもとで「婦人展望」の編集などに携わった後、
執筆活動に専念。女性の戦争責任を問うと同時に、生活者の視点から女
性と社会の関わりを考察し、『おんなの歴史』、『信濃のおんな』（毎日出版
文化賞）、『もろさわようこの今昔物語集』など多数の著書を出版。1972年
の「本土復帰」直後に沖縄を訪れ、現在まで沖縄との関わりを持ち続けて
いる。2005年に信毎賞受賞。一般財団法人「志縁の苑」代表理事。

源　啓美（みなもと・ひろみ）
　1948年沖縄県渡嘉敷村生まれ。67年ラジオ沖縄入社。沖縄、女性、環
境、人権などをテーマに取材・番組制作。1985年「うないフェスティバル」
を立ち上げ、日本婦人放送者懇談会賞と年間最優秀プロデューサー賞を
受賞。「基地・軍隊を許さない行動する女たちの会」事務局長。沖縄９条
連共同代表。「志縁の苑」評議員。琉舞歴50年（琉球新報古典芸能コン
クール最高賞受賞）。

河原千春（かわはら・ちはる）
　1982年横浜市生まれ。2007年信濃毎日新聞入社。2013年にくらし面の取材でもろさわようこと出会う。著書に

『志縁のおんな――もろさわようことわたしたち』（一葉社）、編集・解説にもろさわようこ著『新編 おんなの戦後史』
（ちくま文庫）など。共著に『認知症と長寿社会――笑顔のままで』（新聞協会賞など受賞、講談社現代新書）。
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